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実際に受講者が作成したテスト問題をもとに、新３観点の学習評価の在り方について、具
体的に学びました。「いわゆる総合問題にしない」私たちの意識をアップデートする、大き
なきっかけとなりました。この研修で得られたたくさんの学びの一部を紹介します。

７/２５『中学校英語研修講座』の概要を紹介します！
「３観点の学習評価の在り方 ～ペーパーテストを見直そう～」

千代田区立九段中等教育学校講師 都留文科大学文学部英文学科非常勤講師

文教大学国際学部非常勤講師 ELEC同友会英語教育学会会長 本多 敏幸 先生

自分が作成しているテストを一から見直
すことが必要であることがわかりました。
今の総合問題から脱却したいです。大
問で何を問うているのかを明らかにし、
テストを作成していきたいです。

これまで自分が取り組んだテストや作っ
てきたテストしか思いつきませんでした。
しかし、今回の研修を聞き、具体的な問
題の作り方や例を多く知ることができ、真
似をしながら自分のテストも改善してい
けると感じることができました。

《問い合わせ》
研修課 0770-56-1302

出題の割合を決める
どの領域と観点をどの割合で

評価規準を考える
予め定めた評価規準のどの規
準の達成状況を評価するのか

設問・記述例・解答用紙作成
妥当性・信頼性・生徒の立場で

最終
チェック

＜テスト作成の手順＞まず「フレーム」をつくって、当てはめる手順で

＜評価と設問のポイント＞

受講者自作のテス
トを共有しながら、
評価とテストの在
り方を考えました。

「知識・技能」の評価

〇「知識・技能」は「知識」と「技能」
に分けて評価することができる。

〇「技能」の問題ができていれば、
「知識」は身についていると考える。

［思考・判断・表現］の評価

〇「読むこと」（及び「聞くこと」）では、
必要な情報、概要、要点の３つを
出題すればよい。

＜資料より一部抜粋＞
●情報・・・内容に一貫性のある英文を読み、状況などか

ら判断して把握すること
●概要・・・一語一語や一文一文の意味など特定の部分

にのみとらわれたりすることなく、全体として捉
えること

●要点・・・話し手（書き手）が伝えようとする最も重要な
ことは何であるかを判断して捉えること

「読むこと」の技能の問題を作成したいとき

「読むこと」の問
題になっているか

技能の問題に
なっているか＋

「英文を読んで答えさせ
るもの」が「読むこと」の
問題とは限らない！読ん
で正しく理解することを
目指す問題であるか？

実際のコミュニケー
ションにおいて、知識を
活用して、正しく、「読
むこと」ができるか？

「読むこと」の思・判・表の問題を作成したいとき

「読むこと」の問
題になっているか

思・判・表の問題
になっているのか＋

「知識」「技能」の正しさよりも、
必要な情報、概要、要点を評価する問題か？

今まで曖昧だった、思考・判断・
表現のはかり方がわかりました。
定期考査だけでなく、日々の授業
からこんなテストを作る、ここで評
価する、などを意識したいです。

定期テストは、評価規準の達成をみるために、教師だけでな
く、生徒にとっても、「何ができた」が見えやすいものにする。

受講者の声


